
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技能実習制度の現状 

法務省より「技能実習制度 移行対象職種・作業一覧」が公表されました。2023年 7月 24日時点

では 88職種 161作業で、機械・金属関係で 1職種 2作業の増加となっています。 

30万人超以上の外国人が働く技能実習制度を巡り、2023年 4月時点で約 1万 2千人が所在不明で

ある事が分かりました。賃金面での不満などから実習先を離れ不法就労するケースが多いとみられ

ます。非熟練の外国人が働く他の枠組みに比べ、不明者が圧倒的に多いです。 

現行の技能実習では原則として転職が出来ない等の条件があり、政府は失踪防止の為に転職制限の

緩和を計画していますが、円滑に移籍出来る仕組みが重要になります。 

有識者会議は 2023年秋に最終報告を政府に提出し、早ければ 2024年の通常国会に関連法案が提出

される可能性があります。 

令和 5 年度の地域別最低賃金改定（目安） 

8月 18日厚生労働省は、都道府県労働局に設置されている地方最低賃金審議会が答申した令和 5年度     

の地域別最低賃金の改定額（2023年 10月から適用）を取り纏めました。 

47都道府県で 39円～47円の引き上げで、改定額の全国加重平均額は 1,004円（昨年度 961円）初めて

1000円を超える事になりました。全国加重平均額 43円の引き上げは昭和 53年度に目安制度が始まって

以降で最高額。 

最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者はその最低賃金額以上の 

賃金を支払わなければならないとする制度です。仮に最低賃金額より低い賃金を労働者、使用者双方の 

合意の上で定めても、それは法律によって無効とされ、最低賃金額と同額の定めをしたものとされます。 

万が一、地域別最低賃金額を下回る給与を支払っていた場合には、最低賃金法違反となり、50 万円以下

の罰金が科せられますので、十分ご注意願います。 
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組合員の皆様へ 

全国的に真夏日の多い酷暑となっておりますので、特に屋外作業では熱中症対策

を万全に行う様にお願いします。又台風シーズンになりますので強風・波浪・大

雨などに十分留意願います。コロナ感染症対策として、引き続きうがい、手洗い

等の感染症対策を徹底願います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急連絡先（24 時間） 

【事務局】          TEL ：048-755-9591   FAX：048-755-9827 

【組合職員携帯】      090-7019-4221（尾﨑）  070-3667-8667（杉戸）  090-2323-7188 (王)              

 

外国人技能実習機構より失踪等事案における資料依頼について 

全国的に技能実習生の行方不明事案が頻発しており、外国人技能実習機構としても重大な問題として 

位置づけています。技能実習生の行方不明事案が発生した場合、技能実習生の失踪前の勤務状況等に 

ついて、外国人技能実習機構は随時確認を行っております。以下の資料を求められています。 

1.労働時間に関する資料（タイムカード、出勤簿等） 

2.賃金額に関する資料（賃金台帳、賃金明細等） 

3.賃金の支払い手続きに関する資料（振込用紙、口座印字ページ・受領証等） 

4.その他（状況に応じて追加で上記以外の書類を求められる場合がございます。） 

＜実習生が失踪する理由＞ 

1）企業側の問題 

①賃金が安すぎる 

 給料からは税金や保険、住宅費用などの費用が差し引かれるため、実際の手取り額が思ったより 

少ないと感じる実習生は少なくありません。 

②労働環境が過酷 

 長時間労働や深夜残業、休日出勤が続き、日本語があまりうまくない実習生も多く、辛い状況を 

職場に相談することもできない。ストレスが積み重なった結果、逃げ出してしまう。 

③理解不足 

受け入れ側の理解が足りないことで、技能実習生が働きづらい環境になっている可能性もあります。

文化や習慣の違いを理解し、相手の考えを尊重する必要がある。 

④パワハラ 

 日本語が通じない技能実習生に対して暴行が加えられるケースも発生しています。 

国籍に関係なく、パワハラやセクハラは人権侵害となるため絶対に許されない行為です。 

2）実習生側の問題 

①日本語が上手でない 

 日本語のレベルがまちまちで、十分に日本語を理解できない人も少なくありません。必要なコミュニ 

ケーションが取れず、外国人技能実習生も教える側の日本人従業員もストレスを抱える結果になる。 

会社内だけでなく、スーパーや薬局、病院などでも日本語が通じないことで不便な生活を強いられ 

ることで失踪や近隣住民とのトラブルに発展してしまいます。 

②悩みを相談出来ない 

  外国人技能実習生の場合は気軽に相談できる相手がいません。厳しい上司に相談することもできず、

一人で悩みを抱えてしまうケースも少なくありません。相談窓口がうまく機能していないと、追い

込まれた技能実習生は失踪せざるを得ない状況に陥ってしまいます。 

③理想と現実のギャップ 

 コミュニケーションもうまくできない状況下での仕事がどれほど大変なのかを想像できず、実際に 

仕事を始めてからギャップに戸惑う人も多い。賃金面も理想と現実のギャップが起こりやすい。 

日本では各種保険や年金に加入する義務があるため、実際の給料と手取り額が異なり、技能実習生は 

母国に仕送りしている人も多く、思った以上に手元にお金が残らないという現実に悩みます。 

 続き☛※来月号＜失踪を防ぐ対策＞をご案内させていただきます。 

 

 

 




